
2023年度 吉田学園公務員法科専門学校 公務員学科　警察消防専攻

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 6単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 45 時間数 90時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

60%

% 

20%

% 

20%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

「かつ」「または」の分解・合成について理解する。また、命題とベン図の関係につ
いても理解する。

履修主題 履修内容

授業ガイダンス
公務員試験における判断知能の位置づけ、講義を受ける上での注意事項など2年
間で何が必要かを確認する。

集合・人数1-2 練習問題

集合・人数1-3 練習問題

折り紙1 線対称にマーキングする方法を理解する。

1年・前期

授業科目
（科目ＩＤ）

判断知能Ⅰ 田近　涼、小形　龍志

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

評価試験、小テスト、その他（授業態度等）を合わせて、総合的に評価します。

レポート

小テスト

提出物

その他

講義

この授業では、柔軟な思考力と迅速な判断力を身につけるために、各単元ごとに基本となる考え方・解き方・図表の描き方・演習・解説を繰り返し、公務員試験
において得点源の核となることを目的としています。

テキストの例題・練習問題が確実に解けるようになることを目標とします。

テキスト・
参考図書等

”絶対”合格シリーズ　判断推理・空間把握　テキスト編
”絶対”合格シリーズ　判断推理・空間把握  問題集編
”絶対”合格シリーズ　判断推理・空間把握　ドリル編

うそつき2 半分が本当、半分がうその問題の解き方を理解する。

うそつき3 犯人探し（番町式）での解き方を理解する。

うそつき4 練習問題

集合・人数2-1 キャロル表の描き方を理解する。また、最大・最小の表し方についても理解する。

集合・人数2-2 練習問題

うそつき1 グループ分けでうそつきを導く方法を理解する。

論理3 練習問題

論理4 練習問題

集合・人数1-1 ベン図の解き方について理解する。

1.　講義中の私語、居眠り、スマートフォンなどの操作を行わないこと。
2.　授業及び確認テストの復習を必ず行うこと。

論理1 命題、逆、裏、対偶の関係および三段論法について理解する。

論理2

履修主題・
履修内容

✔
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練習問題

道順・位相1
最短経路を図を描いて求める方法を理解する。また、Cを用いて求める方法につ
いても理解する。

道順・位相2

展開図2-1

展開図2-2

展開図2-3

位置・方位1

対応関係1-1 対応表を描いて判断する方法を理解する。

対応関係1-2 場合分けで判断する方法を理解する。

対応関係1-3 練習問題

折り紙2 練習問題

折り紙3

位置・方位3 練習問題

位置・方位4 練習問題

位置関係、方位の表し方と角度について理解する。また、特徴的な直角三角形に
ついても理解する。

円形のテーブルまたは四角いテーブルに着席した場合の判断方法について理解
する。

サイコロの特徴、サイコロを五面図（位相図）に変換する方法を理解する。

練習問題

練習問題

位置・方位2

順序関係2-1 順位の比較、途中経過から判断する方法を理解する。

樹形図を描いて求める方法を理解する。また、一筆書きの特徴についても理解す
る。

道順・位相3 練習問題

対応関係1-4 練習問題

対応関係2-1 対応表を描かないで判断する方法を理解する。

対応関係2-2 練習問題

履修主題・
履修内容

試合・勝敗1
リーグ戦とトーナメント戦の違い、リーグ戦で図を描いて判断する方法を理解す
る。

試合・勝敗2 トーナメント戦でトーナメント表を描いて判断する方法を理解する。

試合・勝敗3 練習問題

展開図1-1
平面から立体を組み立てる方法を理解する。また、正多面体の特徴についても理
解する。

展開図1-2 重なる辺、平行な面について理解する。

展開図1-3 練習問題

順序関係2-2 折り返し、樹形図を描いて判断する方法を理解する。

順序関係2-3 練習問題

順序関係1-1 数直線を描いて判断する方法を理解する。

順序関係1-2 練習問題

順序関係1-3 練習問題



2023年度 吉田学園公務員法科専門学校 公務員学科　警察消防専攻

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 6単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 45 時間数 90時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

60%

% 

20%

% 

20%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 練習問題

軌跡3

軌跡4

手順1-1

手順1-2

手順2-1

手順2-2

手順2-3

練習問題

帽子の色の判断、油分け算の図の描き方、ハノイの塔について理解する。

練習問題

練習問題

1年・後期

授業科目
（科目ＩＤ）

判断知能Ⅱ 田近　涼、小形　龍志

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

評価試験、小テスト、その他（授業態度等）を合わせて、総合的に評価します。

レポート

小テスト

提出物

その他

講義

この授業では、柔軟な思考力と迅速な判断力を身につけるために、各単元ごとに基本となる考え方・解き方・図表の描き方・演習・解説を繰り返し、公務員試験
において得点源の核となることを目的としています。

テキストの例題・練習問題が確実に解けるようになることを目標とします。

テキスト・
参考図書等

”絶対”合格シリーズ　判断推理・空間把握　テキスト編
”絶対”合格シリーズ　判断推理・空間把握　問題集編
”絶対”合格シリーズ　判断推理・空間把握　ドリル編

履修主題・
履修内容

直線上に図形を転がす方法について理解する。

円周上に円を転がす方法と回転数について理解する。

1.　講義中の私語、居眠り、スマートフォンなどの操作を行わないこと。
2.　授業及び確認テストの復習を必ず行うこと。

授業ガイダンス
平面図形1

大きな図形に隠れた小さな図形の数え方について理解する。

履修主題 履修内容

平面図形2 断片を組み合わせて図形をつくる方法を理解する。

50音対応、アルファベット対応の見分け方について理解する。

その他の暗号について理解する。

練習問題

練習問題

平面図形3

平面図形4

暗号1

暗号2

軌跡2

軌跡1

練習問題

天秤を使った回数を求める方法、1つだけ重さが異なる場合の判断方法について
理解する。

✔
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数量推理1 鳩ノ巣原理、○×の問題、数量関係について理解する。

練習問題

空間図形の投影3 練習問題

単元別演習

試合・勝敗、展開図について演習を行う。

単元別演習 論理、集合について演習を行う。

単元別演習 多面体・切断・回転、空間図形の投影について演習を行う。

単元別演習 手順について演習を行う。

単元別演習 空間図形の分割について演習を行う。

単元別演習 数量推理について演習を行う。

単元別演習 位置・方位について演習を行う。

単元別演習 暗号、暦・カレンダー、平面図形について演習を行う。

単元別演習 軌跡について演習を行う。

数量推理2

数量推理3

数量推理4

空間図形の投影1

空間図形の投影2

練習問題

練習問題

練習問題

投影図の見方、積み木の表し方について理解する。

単元別演習

単元別演習

単元別演習

うそつき、道順・位相、について演習を行う。

練習問題

暦・カレンダーのルール、閏年について理解する。

練習問題

練習問題

空間図形の分割2 1段スライスで立体を切断する方法を理解する。

正多面体の特徴（再確認）、切断面について理解する。

回転体について理解する。

「おき」「ごと」について理解する。

多面体・切断・回転1

多面体・切断・回転2

多面体・切断・回転3

多面体・切断・回転4

暦・カレンダー1

暦・カレンダー2

空間図形の分割3

対応関係について演習を行う。

順序関係について演習を行う。

練習問題

数量推理5

練習問題

空間図形の分割1 着色、串刺し方法について理解する。

履修主題・
履修内容

手順2-4



2023年度 吉田学園公務員法科専門学校 公務員学科　警察消防専攻

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 4単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 30 時間数 60時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

% 

% 

60%

% 

40%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 模擬試験（実務教育出版）　第2回
2コマ連続の授業となる。教養試験を100分間行うため、90分間の1講義をまたぐこ
とになる。

2コマ連続の授業となる。教養試験を100分間行うため、90分間の1講義をまたぐこ
とになる。

講義

模擬試験（基礎編）を計15回ほど実施することで、公務員本試験を想定した時間配分と、各科目の得意・不得意分野を見極める。

1．科目毎の解答時間配分を意識しながら、効率的に正答率を上げていく。
2．正答率について、教養分野45％以上、知能分野65％以上（判断知能70％、数的知能60％）を目標とする。

テキスト・
参考図書等

模擬試験（TAC）　第1回～10回　／　模擬試験（実務教育出版）　第1回～4回　／　SPI模擬試験（実務教育出版）　1回

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

小テスト（模擬試験結果）、その他（授業態度等）を合わせて、総合的に評価します。

レポート

小テスト

提出物

その他

1年・後期

授業科目
（科目ＩＤ）

模擬演習Ⅰ 岩城　浩司、田近　涼

模擬試験（TAC）　第6回

模擬試験は、必ずやり直しを行う。この復習が実力と得点を上げる一番の近道と認識する。

模擬試験（TAC）　第1回
教養試験終了後、適性試験は15分間行う。全試験終了後には、知能系において、
問題の解答と解説を行う。

模擬試験（TAC）　第2回
2コマ連続の授業となる。教養試験を100分間行うため、90分間の1講義をまたぐこ
とになる。

履修主題 履修内容

模擬試験（TAC）　第1回
2コマ連続の授業となる。教養試験を100分間行うため、90分間の1講義をまたぐこ
とになる。

教養試験終了後、適性試験は15分間行う。全試験終了後には、知能系において、
問題の解答と解説を行う。

模擬試験（TAC）　第4回
2コマ連続の授業となる。教養試験を100分間行うため、90分間の1講義をまたぐこ
とになる。

模擬試験（TAC）　第4回
教養試験終了後、適性試験は15分間行う。全試験終了後には、知能系において、
問題の解答と解説を行う。

模擬試験（TAC）　第5回

履修主題・
履修内容

模擬試験（TAC）　第3回
2コマ連続の授業となる。教養試験を100分間行うため、90分間の1講義をまたぐこ
とになる。

模擬試験（TAC）　第3回
教養試験終了後、適性試験は15分間行う。全試験終了後には、知能系において、
問題の解答と解説を行う。

模擬試験（TAC）　第2回
教養試験終了後、適性試験は15分間行う。全試験終了後には、知能系において、
問題の解答と解説を行う。

模擬試験（実務教育出版）　第1回
2コマ連続の授業となる。教養試験を100分間行うため、90分間の1講義をまたぐこ
とになる。

模擬試験（実務教育出版）　第1回
教養試験終了後、適性試験は15分間行う。全試験終了後には、知能系において、
問題の解答と解説を行う。

模擬試験（TAC）　第5回
教養試験終了後、適性試験は15分間行う。全試験終了後には、知能系において、
問題の解答と解説を行う。

模擬試験（TAC）　第6回
2コマ連続の授業となる。教養試験を100分間行うため、90分間の1講義をまたぐこ
とになる。

✔
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30 模擬試験（TAC）　第10回
教養試験終了後、適性試験は15分間行う。全試験終了後には、知能系において、
問題の解答と解説を行う。

模擬試験（実務教育出版）　第4回
2コマ連続の授業となる。教養試験を100分間行うため、90分間の1講義をまたぐこ
とになる。

模擬試験（実務教育出版）　第4回
教養試験終了後、適性試験は15分間行う。全試験終了後には、知能系において、
問題の解答と解説を行う。

模擬試験（TAC）　第10回
2コマ連続の授業となる。教養試験を100分間行うため、90分間の1講義をまたぐこ
とになる。

模擬試験（TAC）　第9回
2コマ連続の授業となる。教養試験を100分間行うため、90分間の1講義をまたぐこ
とになる。

模擬試験（TAC）　第9回
教養試験終了後、適性試験は15分間行う。全試験終了後には、知能系において、
問題の解答と解説を行う。

模擬試験（実務教育出版）　第3回
2コマ連続の授業となる。教養試験を100分間行うため、90分間の1講義をまたぐこ
とになる。

模擬試験（実務教育出版）　第3回
教養試験終了後、適性試験は15分間行う。全試験終了後には、知能系において、
問題の解答と解説を行う。

SPI模擬試験（実務教育出版） 2コマ連続の授業となる。言語系の試験を30分間、非言語系の試験を40分間行う。

SPI模擬試験（実務教育出版） 全試験終了後、問題の解答と解説を行う。

模擬試験（TAC）　第8回
教養試験終了後、適性試験は15分間行う。全試験終了後には、知能系において、
問題の解答と解説を行う。

模擬試験（実務教育出版）　第2回
教養試験終了後、適性試験は15分間行う。全試験終了後には、知能系において、
問題の解答と解説を行う。

模擬試験（TAC）　第7回
2コマ連続の授業となる。教養試験を100分間行うため、90分間の1講義をまたぐこ
とになる。

模擬試験（TAC）　第7回
教養試験終了後、適性試験は15分間行う。全試験終了後には、知能系において、
問題の解答と解説を行う。

模擬試験（TAC）　第8回
2コマ連続の授業となる。教養試験を100分間行うため、90分間の1講義をまたぐこ
とになる。

履修主題・
履修内容



2023年度 吉田学園公務員法科専門学校 公務員学科　警察消防専攻

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 2単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 15 時間数 30時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

% 

% 

80%

% 

20%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 推論（順序） 問題演習、単元テスト（（順序）

履修主題・
履修内容

推論（順序）
あるグループ内の順序や順位を推理する。
問題演習

速度算
ある区間を移動する際の、速さ・時間・距離を計算する。
問題演習

速度算 問題演習、単元テスト（速度算）

場合の数
順列と組合せの公式を用いて計算する。
問題演習

損益算
原価（仕入れ値）、定価、売価（売り値）、利益の関係性を理解する。
問題演習

料金割引 問題演習、単元テスト（料金割引）

割合と比

テキスト・
参考図書等

プリント教材

場合の数
集合

単元テスト（場合の数）
集計結果から、特定の項目に該当する人数等を計算する。 問題演習

集合 問題演習、単元テスト（集合）

提出物

その他

評価方法・
評価基準

割合と比
分割払い

単元テスト(割合と比）
分割払いの1回分の支払額や割合を分数で計算する。 問題演習

分割払い 問題演習、単元テスト（分割払い）

単元テスト（損益算）
施設の入場や買い物などで、割引される料金や人数を計算する。 問題演習

履修主題 履修内容

講義

SPI型公務員試験に向けた対策講座です。

SPI型公務員試験の非言語分野（数的処理）における基本的な解法を身につけ、単元テストの正答率を7割以上とする。

各内訳の比率を基に、全体数に対する割合を計算する。
問題演習

割合と比 問題演習

評価方法 評価基準

試験

小テスト（単元テスト）、その他（授業態度等）を合わせて、総合的に評価します。

レポート

小テスト

近年、公務員試験でもSPI試験を採用する自治体が増えつつあります。導入の目的は、民間企業を志望する就活生にも受験しやすくすためと考えられます。一
般的な公務員試験とSPI試験を比較すると、問題そのものは公務員試験より簡単ですが、短時間で大量に解く必要があるため、事前演習が重要になります。

損益算 問題演習

損益算
料金割引

1年・前期

授業科目
（科目ＩＤ）

基礎学習講座Ⅰ 岩城　浩司、田近　涼

✔



2023年度 吉田学園公務員法科専門学校 公務員学科　警察消防専攻

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 1単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 15 時間数 30時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

% 

% 

% 

% 

100%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修主題・
履修内容

警察と消防の体力試験科目 試験科目の記録向上に繋がる基礎コンディショニング＆トレーニング

警察と消防の体力試験科目 試験科目の記録向上に繋がる基礎コンディショニング＆トレーニング

腕立て伏せ、立ち幅跳び
腕立て伏せと立ち幅跳びのパフォーマンスを上げるコンディショニング＆トレーニ
ング

バーピーテスト、20mシャトルラン
バーピーテストの確認、20mシャトルランを速くするためのコンディショニング＆ト
レーニング

警察と消防の体力試験科目 試験科目の記録向上に繋がる基礎コンディショニング＆トレーニング

警察と消防の体力試験科目 試験科目の記録向上に繋がる基礎コンディショニング＆トレーニング

警察と消防の体力試験科目 試験科目の記録向上に繋がる基礎コンディショニング＆トレーニング

警察と消防の体力試験科目

運動が可能な服装（ジャージ・ハーフパンツ）、運動靴を用意してください。

上体起こし（シットアップ）、握力 上体起こしと握力のパフォーマンスを上げるコンディショニング＆トレーニング

反復横跳び、長座体前屈
反復横跳びのパフォーマンスを上げるコンディショニング＆トレーニング、長座体
前屈の可動域を高めるストレッチ

履修主題 履修内容

オリエンテーション、体力測定（運動器健診も含む）
本授業の目的・目標と展開についての説明、コンディショニング＆トレーニング理
論、警察と消防の体力試験科目による体力測定

1年・前期

授業科目
（科目ＩＤ）

トレーニングⅠ 上山　純一

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

体力測定、授業の取り組み等を合わせて、総合的に評価します。

レポート

小テスト

提出物

その他

演習

体力試験対策としてのトレーニングを継続する。

体力試験での標準値を超える基礎体力を身につける。

テキスト・
参考図書等

体力測定（運動器健診も含む） 警察と消防の体力試験科目による体力測定

試験科目の記録向上に繋がる基礎コンディショニング＆トレーニング

警察と消防の体力試験科目 試験科目の記録向上に繋がる基礎コンディショニング＆トレーニング

警察と消防の体力試験科目 試験科目の記録向上に繋がる基礎コンディショニング＆トレーニング

警察と消防の体力試験科目 試験科目の記録向上に繋がる基礎コンディショニング＆トレーニング

✔



2023年度 吉田学園公務員法科専門学校 公務員学科　警察消防専攻

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 1単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 15 時間数 30時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

% 

% 

% 

% 

100%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修主題・
履修内容

警察と消防の体力試験科目 試験科目の記録向上に繋がる基礎コンディショニング＆トレーニング

警察と消防の体力試験科目 試験科目の記録向上に繋がる基礎コンディショニング＆トレーニング

腕立て伏せ、立ち幅跳び
腕立て伏せと立ち幅跳びのパフォーマンスを上げるコンディショニング＆トレーニ
ング

バーピーテスト、20mシャトルラン
バーピーテストの確認、20mシャトルランを速くするためのコンディショニング＆ト
レーニング

警察と消防の体力試験科目 試験科目の記録向上に繋がる基礎コンディショニング＆トレーニング

警察と消防の体力試験科目 試験科目の記録向上に繋がる基礎コンディショニング＆トレーニング

警察と消防の体力試験科目 試験科目の記録向上に繋がる基礎コンディショニング＆トレーニング

警察と消防の体力試験科目

運動が可能な服装（ジャージ・ハーフパンツ）、運動靴を用意してください。

上体起こし（シットアップ）、握力 上体起こしと握力のパフォーマンスを上げるコンディショニング＆トレーニング

反復横跳び、長座体前屈
反復横跳びのパフォーマンスを上げるコンディショニング＆トレーニング、長座体
前屈の可動域を高めるストレッチ

履修主題 履修内容

オリエンテーション、体力測定（運動器健診も含む）
本授業の目的・目標と展開についての説明、コンディショニング＆トレーニング理
論、警察と消防の体力試験科目による体力測定

1年・後期

授業科目
（科目ＩＤ）

トレーニングⅡ 上山　純一

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

体力測定、授業の取り組み等を合わせて、総合的に評価します。

レポート

小テスト

提出物

その他

演習

体力試験対策としてのトレーニングを継続する。

体力試験での標準値を超える基礎体力を身につける。

テキスト・
参考図書等

体力測定（運動器健診も含む） 警察と消防の体力試験科目による体力測定

試験科目の記録向上に繋がる基礎コンディショニング＆トレーニング

警察と消防の体力試験科目 試験科目の記録向上に繋がる基礎コンディショニング＆トレーニング

警察と消防の体力試験科目 試験科目の記録向上に繋がる基礎コンディショニング＆トレーニング

警察と消防の体力試験科目 試験科目の記録向上に繋がる基礎コンディショニング＆トレーニング

✔



2023年度 吉田学園公務員法科専門学校 公務員学科　警察消防専攻

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 2単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 15 時間数 30時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

% 

% 

40%

40%

20%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修主題・
履修内容

振返り 「２次試験対策Ⅰ」まとめと振り返り

書類作成 基本動作（入退室、挨拶）について①

面接対策 基本動作（入退室、挨拶）について②

面接対策 基本動作（入退室、挨拶）と試験形態について：個人面接、集団面接、集団討論

書類作成 志望動機の作成①

書類作成 志望動機の作成①

書類作成 グループワーク：志望動機の発表と意見交換

職種研究

1年・前期

授業科目
（科目ＩＤ）

2次試験対策Ⅰ 岩城　浩司、田近　涼

テキスト・
参考図書等

プリント教材

評価方法・
評価基準

評価方法 評価基準

試験

小テスト（基本動作評価）、提出物、その他（授業態度等）を合わせて、総合的に評価します。

レポート

小テスト

提出物

その他

職種研究 志望職種の調査、結果まとめ作成①

職種研究 志望職種の調査、結果まとめ作成②

講義

就職活動（公務員面接[人物]試験含）について理解し、必要な分析（理解）と情報収集の方法について学びます。
面接（人物）試験についての形態を知り、基本動作（入退室と挨拶）練習や、基本的質問事項への返答準備を行います。

1. 基本動作（入退室、言葉遣い、表情、挨拶）を理解し、基本的な言動を身に付ける。
2. 公務員面接（人物）試験の概要を理解する。
3. 職種研究、自己分析（理解）を開始し、基本的質問事項（志望動機、自己PR）の原稿が作成できる。

1. 公務員面接試験が、就職試験の人物試験であること、筆記（一次）試験との同時実施や筆記（一次）試験合格直後に実施されることを理解し、速やかに面接
（人物）試験準備が整うよう、情報収集と自身の振り返り作業を真剣に取り組んでください。
2. 自身の思考整理や各種調査・確認記録などの提出課題について、真摯に取り組み作成提出してください。

自己分析 自己分析（自己理解）、長所・短所整理①

自己分析 自己分析（自己理解）、長所・短所整理②

履修主題 履修内容

科目概要
公務員2次面接準備［自己分析（自己理解）、企業（会社）研究、仕事（職種）研究、
模擬面接練習等］について

職種研究 自己PRの作成①

自己PRの作成②

職種研究 グループワーク：自己PRの発表と意見交換

✔



2023年度 吉田学園公務員法科専門学校 公務員学科　警察消防専攻

担当教員

(実務経験） 　　有　□　　　無　□

対象年次・学期 必修・選択区分 必修 単位数 2単位

授業形態 授業回数（１回９０分） 15 時間数 30時間

授業目的

到達目標

評価割合（％）

% 

% 

60%

20%

20%

履修上の
留意事項

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

1年・後期

授業科目
（科目ＩＤ）

2次試験対策Ⅱ 岩城　浩司、田近　涼

講義

「2次試験対策Ⅰ」に続き、基本動作（入退室と挨拶）を身に付け、基本的質問事項（志望動機、自己PR）を完成（本番仕様）させます。
自身の経験を振り返り、他者からの感想や意見を聞くことにより、新たな気づきを参考にして、自身の面接（人物）試験準備を完成させる。

1. 面接（人物）試験で表現する、「志望動機」「自己PR」の完成と発表（本番仕様）。
2. 印象が良く、受験生らしい明るく爽やかな基本動作（入退室、言葉遣い、表情、挨拶）ができる。
3. 受験をする試験・仕事を整理し、想定される質問項目の返答内容について構築ができる。

個人面接指導1－①　基本動作（入退室と挨拶）確認

面接対策 個人面接指導1－②　基本動作（入退室と挨拶）確認

評価方法 評価基準

試験

小テスト（模擬面接評価）、提出物、その他（授業態度等）を合わせて、総合的に評価します。

レポート

小テスト

１．他者の言動（意見や考え方、行動）を参考に、つねに自分自身が行っている対策や準備の、見直しと改善の意識をもって取り組んでください。
２．本試験での自分がイメージできるまで、繰り返し取り組むことが大切です。
３．自身の思考整理や各種調査・確認記録などの提出課題について、真摯に取り組み作成提出してください。

書類作成 提出書類モデル作成②

書類作成

テキスト・
参考図書等

プリント教材

面接対策 個人面接指導3－③　模擬面接

面接対策 個人面接指導3－④　模擬面接

提出物

その他

評価方法・
評価基準

面接対策 個人面接指導2－①　基本動作と質疑応答

面接対策 個人面接指導2－②　基本動作と質疑応答

その他（自己ＰＲ、志望動機以外）質問項目の返答準備①

履修主題 履修内容

振返り 「２次試験対策Ⅱ」まとめと振り返り

履修主題・
履修内容

面接対策 個人面接指導3－⑤　模擬面接

面接対策 個人面接指導2－③　基本動作と質疑応答

面接対策 個人面接指導3－①　模擬面接

面接対策 個人面接指導3－②　模擬面接

書類作成 提出書類モデル作成①

書類作成 その他（自己ＰＲ、志望動機以外）質問項目の返答準備②

面接対策

✔


